
地域総合学部の説明
Faculty Of Regional Studies（Forest：フォレスト）
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新たな杜の誕生

• 仙台といえば「杜（もり）の都」。

• 2023年4月、仙台駅近くの五橋（いつつばし）に
新たな杜が誕生しました。

• その名は地域総合学部（Faculty of Regional 
Studies、別名フォレスト（Forest：杜）。

• フォレストの特長は2つの杜（「知の杜」
「人の杜」から説明できます。
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そもそも地域総合（地域＋総合）とは？

○「地域」の意味

地域（Regional）＝地方（Local)ではない

地域とは、私たちが生きる「空間」。

⇒地域は世界中にある。大都市にも当然ある。

地域をどのように定義するのか、どのような

人々を含めるかは私たち次第。

2



○「総合」の意味

私たちが現在直面している主な地域社会の課題
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地域総合（地域＋総合）とは？



地域社会の課題の多くは、私たち全員が合意できる
ような解決策を見つけることが困難なもの。

⇒やっかいな問題（wicked problems）

このやっかいな問題を解決するための方法

1. 学問横断的に学び、様々な知識を有機的に結び
付ける

2. 様々な人々とつながり、そして協働する

⇒総合的な取り組みが必要
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地域総合（地域＋総合）とは？



学問横断的カリキュラム

政策デザイン学科

経済産業
領域

政治学
公共政策学
など

経済学
経営学
など

社会学
文化人類学
など

公共行政
領域

市民社会
領域

相互履修

知の杜

◆本学部の学問横断的カリキュラムの意義

1．多様で複雑な地域課題を総合的に理解するため
2. 学生の多様な学びの関心に対応するため
⇒「（高校までの学びと）つながる学び、
（学生の未来へ）つなげる学び」の実践
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地域コミュニティ学科

健康と福祉
領域

地理学
社会学など

社会福祉学
教育学
など

生態学
地球科学
など

社会と産業
領域

人と自然
領域



様々な人とつながる演習・実習科目

人の杜

◆より深い探究のための本学部の人とのつながり

1．様々な学内組織とのつながり
2. 学部教員が持つ異なる世代・地域とのつながり
3. 約20万人の本学卒業生とのつながり

地域コミュニティ学科

1・2年

地域コミュニティ学基礎実習

地域コミュニティ学発展実習

3年

地域コミュニティ学演習Ⅰ・Ⅱ

GIS実習・測量学実習

海外地域実習

4年

総合研究Ⅰ

総合研究Ⅱ

政策デザイン学科

1・2年

基礎演習

政策デザイン実習Ⅰ

政策デザイン実習Ⅱ

3年

演習Ⅰ

地域プロジェクト実習

4年

演習Ⅱ

卒業研究

よ
り
深
い
探
究
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人の杜をさらに豊かな杜にするために
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2023年4月、日本最古（創業131年）の信用調査
会社である株式会社東京商工リサーチ東北支社と
の連携協力へ

⇒地域分野における連携協力は国内で初めて



• 地域企業の後継者の育成

• 社会起業家の育成

• 地域企業の訪問（インターンシップ）

• 地域企業経営者による講演会の開催

• 地域企業ともに経営課題の解決を目指すPBL
（Problem-based Learning：課題解決型学
習）の実施

主な連携協力の内容（予定）
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